
E
U

の
安
全
保
障
防
衛
政
策
（

E
S
D
P

）
と
世
論

田

中

俊

郎

は
じ
め
に

第
一
節

で
見
る
世
論
（
二
〇
〇
七
年
秋
）

第
二
節

で
見
る
世
論
（
二
〇
〇
〇
年
秋
）

第
三
節

再
検
証

第
四
節

不
十
分
な
支
持

お
わ
り
に

は
じ
め
に

E
U

の
政
策
領
域
の
な
か
で
、
過
去
一
〇
年
の
間
に
最
も
進
展
を
見
せ
、
脚
光
を
浴
び
て
き
た
領
域
は
一
九
九
三
年
か
ら
始
ま
っ

た
共
通
外
交
安
全
保
障
政
策
（Co

m
m
o
n
F
oreig

n
a
n
d
S
ec

u
rity

P
olic

y:

C
F
S
P）
と
、
そ
の
一
部
で
一
九
九
九
年
に
採
択
さ
れ

た
欧
州
安
全
保
障
防
衛
政
策
（E

u
ro

p
e
a
n
S
ec

u
rity

a
n
d
D
efe

n
ce

P
olic

y:
E
S
D
P）
で
あ
る
。

も
と
も
と

E
U

の
出
発
点
と
な
っ
た
一
九
五
〇
年
五
月
九
日
の
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
お
よ
び
そ
の
構
想
か
ら
一
九
五
二
年
八
月

に
誕
生
し
た
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（E

u
ro

p
ea

n
C
o
al

a
n
d
Ste

el
C
o
m
m
u
nity:

E
C
S
C）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ひ
い
て
は
世
界
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の
火
薬
庫
と
な
っ
て
き
た
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
の
戦
争
を
物
理
的
に
も
、
心
理
的
に
も
、
不
可
能
に
す
る

不
戦
共
同
体

（N
o
n‑

W
ar

C
o
m
m
u
nity

）

を
構
築
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
恒
久
的
な
平
和
を
確
立
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
目
的
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
と

E
C
S
C

は
、
石
炭
と
鉄
鋼
と
い
う
経
済
的
手
段
を
使
い
な
が
ら
も
、
安
全
保
障
上
の

配
慮
と
目
的
か
ら
生
ま
れ
た
政
治
的
構
想
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
一
九
五
四
年
八
月
の
提
案
国
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議
会
に
よ
る
欧
州
防
衛
共
同
体
（E

u
ro

p
ea

n
D
efe

n
ce

C
o
m
m
u
nity:

E
D
C）
条
約
の
批
准
拒
否
と
、
そ
れ
と
同
時
進
行
的
に
議
論
さ
れ
て
き
た
欧
州
政
治
共
同
体
（E

u
ro

p
e
a
n
P
olitical

C
o
m
m
u
nity:

E
P
C）
構
想
が
流
産
に
終
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
政
策
領
域
は
、
欧
州
経
済
共
同
体
（E

u
ro

p
e
a
n
E
co

n
o
m
ic

C
o
m
m
u
nity:

E
E
C）
を
中
核
機
構
と
し
て
経
済
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
ド
ゴ
ー
ル
仏

大
統
領
が
提
案
し
た
政
治
連
合
構
想
も
議
論
さ
れ
た
が
、
結
実
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

や
っ
と
一
九
七
〇
年
代
に
な
っ
て

E
D
C

の
ト
ラ
ウ
マ

か
ら
解
放
さ
れ
、

E
E
C

の
共
通
通
商
政
策
が
発
動
し
始
め
た
こ
と

も
あ
り
、
構
成
国
の
外
交
政
策
を
調
整
し
、
可
能
な
限
り

ひ
と
つ
の
声

で
発
言
し
、
可
能
な
場
合
に
は
共
通
行
動
（a

co
m‑

m
o
n
actio

n

）
を
目
指
す
欧
州
政
治
協
力
（E

u
ro

p
e
a
n
P
olitical

C
o
o
p
eratio

n:

E
P
C）
の
枠
組
み
が
基
本
条
約
の
外
で
誕
生
し
た
。

そ
の
後

E
P
C

は
、
一
九
八
七
年
七
月
に
発
効
し
た
単
一
欧
州
議
定
書
（Sin

gle
E
u
ro

p
e
a
n
A
ct

）
に
よ
っ
て
基
本
条
約
に
規
定
さ

れ
た
が
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
多
く
の
宣
言
を
発
出
す
る
だ
け
で
、
実
行
が
と
も
な
わ
な
い
こ
と
か
ら

宣
言
外
交

と
揶

揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
一
年
二
月
に
調
印
さ
れ
、
一
九
九
三
年
一
一
月
に
発
効
し
た
欧
州
連
合
条
約
（
マ
ー

ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
）
の
な
か
で
、
将
来
の
共
同
防
衛
（a

co
m
m
o
n
d
efe

n
ce

）
を
含
め
て
、

C
F
S
P

が
規
定
さ
れ
、
共
通
の
立
場

（a
co

m
m
o
n
p
ositio

n

）
を
採
択
し
、
共
同
行
動
（ajoint

actio
n

）
を
と
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
名
称
も
目
的
も
壮
大
な
も

の
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

orth
A
tla

ntic
T
reaty

O
r
g
a
nizatio

n:

N
A
T
O）
を
最
優
先
し
、

E
U

が
独
自
の
軍
事
的
手
段
を
持
つ
こ
と
に
積
極
的
で
な
い
英
国
が
そ
の
態
度
を
変
え
な
い
限
り
、
大
き
な
進
展
は
期
待
で
き
な
い
と
思
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わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
九
七
年
五
月
の
総
選
挙
で
勝
利
し
た
労
働
党
の
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
首
相
の
登
場
と
と
も
に
、
英
国
の
安
全
保
障
政

策
が
よ
り
柔
軟
に
な
り
、
一
九
九
八
年
一
二
月
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
仏
大
統
領
と
の
間
で
サ
ン
マ
ロ
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

N
A
T
O

、

と
く
に
米
国
が
関
与
し
な
い
問
題
に
対
応
で
き
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
自
の
軍
事
的
手
段
を
用
意
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
条
約
上

も
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
に
調
印
さ
れ
、
一
九
九
九
年
五
月
に
発
効
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
で

C
F
S
P

が
強
化
さ
れ
、
と
く

に

C
F
S
P

上
級
代
表
（
理
事
会
事
務
総
長
）
が
制
度
化
さ
れ
、
元

N
A
T
O

事
務
総
長
の
ハ
ビ
エ
ル
・
ソ
ラ
ー
ナ
が
起
用
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
六
月
の
ケ
ル
ン
欧
州
理
事
会
で
、

E
S
D
P

の
枠
組
み
が
創
設
さ
れ
、
同
年
一
二
月
に
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
・
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ン
・
ゴ
ー
ル
（

H
H
G）
が
採
択
さ
れ
、
軍
事
的
手
段
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
九
〇
年

代
前
半
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
の
解
体
に
よ
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
紛
争
や
一
九
九
八
│
九
九
年
の
コ
ソ
ボ
紛
争
に
お

い
て
、

E
U

が
外
交
的
な
解
決
に
失
敗
し
、
最
終
的
に
は
米
国
や

N
A
T
O

の
軍
事
力
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
と
い
う
苦
い
経
験
が

あ
っ
た
。

H
H
G

は
、
そ
の
後
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
・
ゴ
ー
ル
二
〇
一
〇
年
（H

G2
0
10

）
に
改
訂
さ
れ
、
よ
り
柔
軟
な
戦
闘
能
力
を
備

え
た
戦
闘
群
（Battle

g
ro

u
ps

）
に
編
成
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
で
は
、

E
U

内
部
も
ま
た
米
国
と
の
間
に
お
い
て
も
意
見
は
一
致

し
た
が
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
は

E
U

内
部
も
真
っ
二
つ
に
割
れ
、
米
国
と
意
見
を
異
に
す
る
構
成
国
も
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

た
め
、
ソ
ラ
ー
ナ

C
F
S
P

上
級
代
表
や
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ー
パ
ー
理
事
会
対
外
政
治
軍
事
総
局
長
等
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

E
U

安
全
保
障
戦
略
（Sec

u
re

E
u
ro

p
e
in

a
B
etter

W
orld,

E
u
ro

p
e
a
n
S
ec

u
rity

Strate
g
y:

E
S
S）

が
二
〇
〇
三
年
一
二

月
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
欧
州
理
事
会
で
採
択
さ
れ
、

E
U

は

グ
ロ
ー
バ
ル
安
全
保
障
ア
ク
タ
ー

と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
。

E
S
S

の
採
択
と
と
も
に
、
こ
の
二
〇
〇
三
年
は
、

E
S
D
P

元
年
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
月
に
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て

E
U

警
察
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（

E
U
P
M）
が
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
派
遣
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
三
月
に
は
最
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初
の
軍
事
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
てC

o
n
cordia

が
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
。
規
模
が
大
き
い
の
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
か
ら

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
派
遣
さ
れ
て
い
るE

U
F
O
R
A
L
T
H
E
A

で
あ
る
。
し
か
し
、

具
体
的
な
活
動
を
概
観
す
る
と
、

着
実
に

E
U

化

の
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
非
軍
事
的
な
活
動
が
多
い
が
、
軍
事
的
な
も
の
で
も
内
容
的
に
は

（
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
）
平
和
維
持
活
動
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

。
慎
重
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
選
択

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

わ
が
国
で
も
、
こ
れ
ま
で

C
F
S
P

や

E
S
D
P

に
つ
い
て
多
く
の
業
績
が
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
阪
南
大
学
の
辰
巳
浅
嗣

教
授
、
植
田
隆
子
在
欧
州
連
合
日
本
政
府
次
席
大
使
（

I
C
U教
授
）、
防
衛
大
学
校
の
広
瀬
佳
一
教
授
、
尚
美
学
園
大
学
の
小
林
正

英
准
教
授
、
在
ベ
ル
ギ
ー
日
本
国
大
使
館
専
門
調
査
員
の
鶴
岡
路
人
氏

）
、
渡
邊
啓
貴
在
フ
ラ
ン
ス
日
本
国
大
使
館
公
使
（
東
京
外
国

語
大
学
教
授
））

な
ど
の
優
れ
た
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
は
市
民
の
反
応
や
世
論
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、

E
U

の
市
民
が

C
F
S
P

（
共
通
外
交
安
全
保
障
政
策
）、
と
く
に
そ
の
一
部
で
あ
る

E
S
D
P

（
欧
州
安
全

保
障
政
策
）
に
つ
い
て
、
い
か
に
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
材
料
は

ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

を
使
用
す
る
が
、
欧
米
の
研
究
者
の
成
果
も
紹
介
し
た
い
。

第
一
節

で
見
る
世
論
（
二
〇
〇
七
年
秋
）

欧
州
委
員
会
が
、
一
九
七
四
年
以
来
定
期
的
に
行
っ
て
き
た

の
う
ち
執
筆
時
（
二
〇
〇
八
年
八
月
末

日
）
に
お
い
てF

ull
R
e
p
ort

で
入
手
で
き
る
最
新
号
は
第
六
八
号
で
、
二
〇
〇
七
年
九
月
二
二
日
│
一
一
月
三
日
ま
で
に
調
査
が

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

）
。
各
国
、
そ
れ
ぞ
れ
約
一
〇
〇
〇
人

）
の
市
民
が
調
査
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
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（
一
）

共
通
外
交
政
策
に
対
す
る
支
持
（
グ
ラ
フ
│
1
）

質
問
（Q

A2
2.2

）

他
国
に
対
す
る

E
U

構
成
国
に
よ
る
共
通
外
交
政
策
に
つ

い
て
賛
成
で
す
か
、
反
対
で
す
か

に
問
わ
れ
た
結
果
は
、
グ
ラ
フ
│
1
の
通
り

で
あ
る
。
一
九
九
二
年
秋
（
三
八
号
│
対
象
一
五
カ
国
、
六
一
号
│
二
〇
〇
四
年
春

以
後
二
五
カ
国
）
以
来
一
貫
し
て
支
持
が
多
数
を
占
め
て
き
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
後

の
二
〇
〇
三
年
秋
（
六
〇
号
）
で
も
六
四
％
で
、
二
〇
〇
七
年
秋
（
二
七
カ
国
）

で
は
、
支
持
は
、
こ
れ
ま
で
最
高
の
七
二
％
を
記
録
し
た
前
回
（
二
〇
〇
七
年
春
）

と
比
べ
て
二
ポ
イ
ン
ト
落
ち
て
七
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
非

常
に
高
い
支
持
率
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
反
対
は
さ
ら
に
一
ポ
イ
ン

ト
落
ち
て
、
一
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
別
に
見
る
と
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。
高

い
支
持
を
見
せ
た
構
成
国
は
、
高
い
順
に
、
ギ
リ
シ
ャ
（
八
八
％
）、
ド
イ
ツ
（
八

五
％
）、
キ
プ
ロ
ス
（
八
一
％
）、
ス
ロ
バ
キ
ア
（
八
一
％
）、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
（
八
一

％
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
七
九
％
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
七
九
％
）、
ベ
ル
ギ
ー
（
七
八
％
）、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
七
五
％
）、
エ
ス
ト
ニ
ア
（
七
四
％
）、
リ
ト
ア
ニ
ア
（
七
四

％
）、
ス
ペ
イ
ン
（
七
三
％
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
七
〇
％
）、
ル
ー
マ
ニ
ア
（
七
〇
％
）

で
、
一
四
カ
国
が

E
U

平
均
（
七
〇
％
）
以
上
で
あ
る
。

逆
に
支
持
が
相
対
的
に
低
い
の
は
、
低
い
順
に
、
英
国
（
四
六
％
）、
ス
ウ
ェ
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QA22.2 What is your opinion on each of the following statements? Please tell me for each
statement, whether you are for it or against it.
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ー
デ
ン
（
五
一
％
）、
マ
ル
タ
（
五
八
％
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
五
八
％
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
（
六
二
％
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
六
三
％
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
六
六
％
）、
イ
タ
リ
ア

（
六
六
％
）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
六
六
％
）、
ブ
ル
ガ
リ
ア
（
六
八
％
）、
ラ
ト
ビ
ア
（
六

八
％
）、
チ
ェ
コ
（
六
八
％
）、
フ
ラ
ン
ス
（
六
九
％
）
で
、
一
三
カ
国
が

E
U

平
均

以
下
で
あ
る
（pp.
1
20
‐
2
1

）。
反
対
論
（

E
U
平
均
一
七
％
）
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
四
〇
％
、
英
国
で
三
四
％
と
高
い
の
が
他
の
構
成
国
と
比
較
し
て
突
出
し
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も

E
U

構
成
国
に
よ
る
共
通
外
交
政
策
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
英
国
を

含
め
て
す
べ
て
の

E
U

構
成
国
に
お
い
て
多
数
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。な

お
、
加
盟
候
補
国
で
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
（
七
八
％
）、
ク
ロ
ア
チ
ア
（
六
七
％
）

で
は
高
く
支
持
さ
れ
て
い
る
が
、
ト
ル
コ
で
は
支
持
が
三
九
％
、
反
対
三
七
％
、

D

K
二
四
％
と
、
賛
否
が
拮
抗
し
て
い
る
（pp.

1
20
‐
21

）。

（
二
）

共
通
防
衛
安
全
保
障
政
策
に
対
す
る
支
持
（
グ
ラ
フ
│
2
）

質
問
（Q

A22.3

）

E
U

構
成
国
に
よ
る
共
通
防
衛
安
全
保
障
政
策
に
つ
い
て
賛

成
で
す
か
、
反
対
で
す
か

と
問
わ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
も
、
グ
ラ
フ
│
2
が
示
す

よ
う
に
、
一
九
九
二
年
秋
（
三
八
号
│
一
五
カ
国
、
六
一
号
│
二
〇
〇
四
年
春
以
後
二

五
カ
国
）
以
来
一
貫
し
て
支
持
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
き
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年

秋
（
二
七
カ
国
）
で
は
、
支
持
は
前
回
（
二
〇
〇
七
年
春
）
と
比
べ
て
一
ポ
イ
ン
ト
落

10%

-Support for a common defence and security policy among EU Member States - % EU
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と
し
た
が
、
依
然
と
し
て
七
六
％
と
高
い
支
持
を
記
録
し
、
共
通
外
交
政
策
よ
り
も
支
持
が
六
ポ
イ
ン
ト
も
高
い
。
反
対
は
二
ポ
イ

ン
ト
落
ち
て
、
一
三
％
（

D
Kと
同
じ
）
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
別
に
見
る
と
、
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。
基
本
的
に
は
、
共
通
外
交
政
策
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
高
い
支

持
率
は
、
高
い
順
に
、
キ
プ
ロ
ス
（
九
〇
％
）、
ギ
リ
シ
ャ
（
八
九
％
）、
ス
ロ
バ
キ
ア
（
八
九
％
）、
ベ
ル
ギ
ー
（
八
八
％
）、
ド
イ
ツ

（
八
八
％
）、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
八
六
％
）、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
（
八
六
％
）、
チ
ェ
コ
（
八
五
％
）、
エ
ス
ト
ニ
ア
（
八
五
％
）、
ハ
ン
ガ
リ

ー
（
八
四
％
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
八
四
％
）、
フ
ラ
ン
ス
（
八
二
％
）、
リ
ト
ア
ニ
ア
（
八
二
％
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
八
〇
％
）、
ラ
ト
ビ
ア

（
八
〇
％
）、
ル
ー
マ
ニ
ア
（
七
八
％
）、
ス
ペ
イ
ン
（
七
六
％
）
で
、
一
七
カ
国
が

E
U

平
均
（
七
六
％
）
以
上
で
あ
る
（pp.1

2
2
‐23

）。

逆
に
共
通
防
衛
安
全
保
障
政
策
に
対
す
る
支
持
が
相
対
的
に
低
い
の
は
、
低
い
順
に
、
英
国
（
五
三
％
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
五
四

％
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
六
五
％
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
六
六
％
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
六
七
％
）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
六
七
％
）、
マ
ル
タ

（
六
九
％
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
七
一
％
）、
ブ
ル
ガ
リ
ア
（
七
二
％
）、
イ
タ
リ
ア
（
七
二
％
）
で
、
一
〇
カ
国
が

E
U

平
均
（
七
六
％
）

以
下
と
な
っ
て
い
る
（p.12

3

）。
反
対
論
（

E
U平
均
一
三
％
）
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
三
八
％
、
英
国
で
三
一
％
と
高
い
の
が
他

の
構
成
国
と
比
較
し
て
突
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

E
U

構
成
国
に
よ
る
共
通
防
衛
安
全
保
障
政
策
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
英
国

を
含
め
て
す
べ
て
の

E
U

構
成
国
に
お
い
て
過
半
数
以
上
、
ほ
と
ん
ど
の
構
成
国
で
圧
倒
的
多
数
に
よ
っ
て
、
支
持
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
加
盟
候
補
国
で
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
（
八
四
％
）、
ク
ロ
ア
チ
ア
（
七
二
％
）
で
は
高
く
支
持
さ
れ
て
い
る
が
、
ト
ル
コ
で
は

支
持
が
四
〇
％
、
反
対
三
五
％
、

D
K

二
五
％
と
、
拮
抗
し
て
い
る
（p.12

3

）。

（
三
）

政
策
は
、
自
国
政
府
が
決
定
す
べ
き
か
、

E
U

と
共
同
決
定
す
べ
き
か

質
問
（E

B6
9,

Q
A3
5/3

6

）

ど
の
政
策
領
域
に
つ
い
て
、
自
国
政
府
が
決
定
す
べ
き
か
、
自
国
政
府
と

E
U

が
共
同
で
決
定
す

べ
き
か
と
考
え
ま
す
か

。
以
下
は
、
自
国
政
府
と

E
U

が
共
同
し
て
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
回
答
に
つ
い
て
、
直
近
の
過
去
三

E U の安全保障防衛政策（ES D P）と世論
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回
分
（First

R
es
ult

し
か
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
いE

B6
9,

二
〇
〇
八
年
春
（Sp

）
を
含
め
て
）
の
調
査
結
果
で
あ
る

）
。

自
国
政
府
と

E
U

が
共
同
し
て
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
政
策
領
域
で
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
撲
滅
で

あ
る
。
七
九
％
（E

B69
S
p2
0
0
8

）、
八
一
％
（E

B6
8

A
ut2

0
0
7

）、
八
一
％
（E

B6
7

S
p2
0
07

）
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
環
境
保
全

‥
七
一
％
（E

B6
9

S
p2
00
8

）、
七
三
％
（E

B6
8

A
ut2

00
7

）、
六
九
％
（E

B67
S
p20

0
7

）
／
科
学
技
術
開
発
‥
七
〇
％
（E

B69

S
p2
0
08

）、
七
二
％
（E

B6
8

A
ut20

07

）、
七
一
％
（E

B67
S
p2
00
7

）
の
順
で
あ
っ
た
。

上
か
ら
四
番
目
の
政
策
領
域
が
、
本
稿
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
防
衛
外
交
問
題
で
あ
る
。
六
四
％
（E

B6
9

S
p20

08

）、
六
七
％

（E
B6
8

A
ut20

07

）、
六
二
％
（E

B6
7

S
p2
00
7

）
の
回
答
者
が
、
防
衛
外
交
問
題
に
つ
い
て
自
国
政
府
は

E
U

と
共
同
し
て
決
定
を

行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
政
策
領
域
は
、
経
済
困
難
に
直
面
す
る
地
域
へ
の
支
援
‥
六
二
％
（E

B6
9

S
p2
0
0
8

）、
六
四
％
（E

B68
A
ut2

0
07

）、

六
〇
％
（E

B6
7

S
p2
0
0
7

）
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
‥
六
一
％
（E

B69
S
p2
00
8

）、
六
八
％
（E

B6
8

A
ut2

00
7

）、
六
一
％
（E

B6
7

S
p

2
0
07

）
／
移
民
‥
五
八
％
（E

B6
9

S
p20

0
8

）、
六
三
％
（E

B68
A
ut20

0
7

）、
五
九
％
（E

B6
7

S
p2
0
07

）
／
犯
罪
撲
滅
‥
五
八
％

（E
B6
9

S
p2
00
8

）、
六
一
％
（E
B68

A
ut2

00
7

）、
六
〇
％
（E

B67
S
p2
0
0
7

）
／
競
争
‥
五
五
％
（E

B69
S
p20

08

）、
五
七
％

（E
B6
8

A
ut20

07

）、
五
七
％
（E

B6
7

S
p20

0
7

）
／
農
漁
業
‥
五
一
％
（E

B6
9

S
p20

08

）、
五
三
％
（E

B6
8

A
ut2

0
07

）、
五
〇
％

（E
B6
7

S
p2
0
0
7

）
／
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
撲
滅
‥
五
一
％
（E

B6
9

S
p20

0
8

）、
四
九
％
（E

B6
8

A
ut2

00
7

）、
（
無
調
査E

B6
7

S
p

2
0
07

）
／
消
費
者
保
護
‥
五
〇
％
（E

B69
S
p20

0
8

）、
五
三
％
（E

B6
8

A
ut20

0
7

）、
四
八
％
（E

B6
7

S
p2
0
0
7

）
／
そ
の
他
に
運

輸
／
経
済
／
失
業
撲
滅
／
健
康
／
教
育
シ
ス
テ
ム
／
社
会
福
祉
／
課
税
の
順
で
続
き
、
最
も
低
い
政
策
領
域
（
逆
に
国
家
政
府
が
決

定
す
べ
き
）
は
、
二
四
％
（E

B6
9

S
p2
0
0
8

）、
二
六
％
（E

B6
8

A
ut2

0
0
7

）、
二
五
％
（E

B6
7

S
p2
0
0
7

）
の
年
金
で
あ
っ
た
。

（
四
）

C
F
S
P

／

E
S
D
P

の
発
展
に
つ
い
て
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E
U

は
す
で
に
共
通
外
交
安
全
保
障
政
策
お
よ
び
欧
州
安
全
保
障
防
衛
政
策
を
持
っ
て
い
る
。
現
在
、
そ
れ
ら
を
ど
れ
だ
け
発

展
さ
せ
る
か

に
つ
い
て
、
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

（
1
）

質
問
（Q

A2
3.1

）

E
U

の
外
交
政
策
は
、
米
国
の
外
交
政
策
か
ら
独
立
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か

と
の
問
い
に
は
、

七
八
％
が
同
意
す
る
と
（
同
意
し
な
い
一
一
％
、

D
K一
一
％
）
答
え
、
二
〇
〇
七
年
春
よ
り
も
二
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
圧
倒
的
な
多
数
が
、

E
U

の
外
交
政
策
は
、
米
国
の
外
交
政
策
か
ら
独
立
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
別
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
（
九
四
％
）、
ド
イ
ツ
（
九
一
％
）、
キ
プ
ロ
ス
（
八
九
％
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
八
七
％
）、
ス
ロ
ベ
ニ
ア

（
八
七
％
）
が
強
い
支
持
を
示
し
、
支
持
が
最
も
低
い
の
が
ル
ー
マ
ニ
ア
で
あ
る
が
そ
れ
で
も
六
四
％
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
六
六
％
）、

イ
タ
リ
ア
（
六
七
％
）
が
続
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
構
成
国
の
す
べ
て
に
お
い
て
圧
倒
的
多
数
が
、

E
U

の
外
交
政
策
は
、
米
国

の
外
交
政
策
か
ら
独
立
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

加
盟
候
補
国
で
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
（
八
二
％
）、
ク
ロ
ア
チ
ア
（
七
九
％
）、
ト
ル
コ
で
も
五
八
％
が
、
米
国
の
外
交
政
策
か
ら
独

立
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
（pp.

1
2
8‐
29

）。

（
2
）

な
お
、
二
〇
〇
七
年
春
の
調
査
に
あ
っ
た

E
U

外
相

に
つ
い
て
の
調
査
項
目
は
、
欧
州
憲
法
条
約
が
放
棄
さ
れ
リ
ス

ボ
ン
条
約
に
変
更
さ
れ
た
結
果
、
名
称
も
変
更
さ
れ
た
た
め
か
、
秋
の
調
査
で
は
は
ず
さ
れ
、
以
下
は
二
〇
〇
七
年
春
の
調
査
結
果

で
あ
る
。

質
問
（B

E6
7,

Q
A3
9.1

）

E
U

は
共
通
の

E
U

立
場
に
つ
い
て
ス
ポ
ー
ク
ス
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
独
自
の
外
相
を

持
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か

と
の
問
い
に
、
六
九
％
の
市
民
が
支
持
を
表
明
し
て
い
た
。
国
別
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア

と
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
八
一
％
と
高
く
、
低
い
ほ
う
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
（
四
八
％
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
五
二
％
）、
ル
ー
マ
ニ
ア
（
五

四
％
）、
英
国
（
五
七
％
）
と
な
っ
て
い
た
。
加
盟
候
補
国
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
が
七
五
％
で
あ
っ
た
が
、
ト
ル
コ
で

は
五
〇
％
と
相
対
的
に
低
か
っ
た
（E

B6
7,

p.
16
6

）。
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第
二
節

で
見
る
世
論
（
二
〇
〇
〇
年
秋
）

前
述
の
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
、

E
U

の
共
通
外
交
安
全
保
障
政
策
お
よ
び
共
通
防
衛
安
全
保
障
政
策
に
対
す
る
市
民
の
支
持
は

一
貫
し
て
非
常
に
高
い
。

し
か
し
、

ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

に
よ
る
、
よ
り
詳
細
な
調
査
は
、
過
去
に
お
い
て
二
〇
〇
〇
年
秋
（
調
査
時
期
‥
二
〇
〇
〇

年
一
一
月
一
四
日
│
一
二
月
一
九
日
）
に
行
わ
れ
た
も
の
が
唯
一
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、

C
F
S
P

を
強
化
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
条
約
が
一
九
九
九
年
五
月
に
発
効
し
、
六
月
の
ケ
ル
ン
欧
州
理
事
会
で
欧
州
安
全
保
障
防
衛
政
策
（

E
S
D
P）
推
進
の

決
定
を
受
け
、
一
二
月
の
ヘ
ル
シ
ン
ン
キ
欧
州
理
事
会
は
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
に

E
U

緊
急
展
開
部
隊
（

R
R
F）、
約
六
万
人
規

模
を
編
成
す
る
、
い
わ
ゆ
る

ヘ
ル
シ
ン
キ
・
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
・
ゴ
ー
ル

を
決
定
し
、
そ
の
具
体
化
の
作
業
が
始
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
二
〇
〇
〇
年
秋
に
お
け
る

ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

の
調
査

）
で
も
、

E
U

│
一
五
カ
国
に
お
け
る
共
通
防
衛
安
全
保
障
政

策
の
支
持
は
七
三
％
に
上
り
（E
B5
4,

p.
6
9,

E
B6
8,

p.
1
2
2

）、
共
通
外
交
政
策
に
つ
い
て
も
、
支
持
が
相
対
的
に
低
い
時
期
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
六
五
％
が
支
持
し
て
い
た
（E

B5
4,

p.
6
9,

E
B6
8,

p.
1
20

）。
こ
の
調
査
に
際
し
て
、
議
長
国
ベ
ル
ギ
ー
の
国

防
省
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
、
欧
州
委
員
会
の
了
解
を
得
た
上
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
に
つ
い
て
特
別
に
八
つ
の
調
査
項
目
が
挿
入

さ
れ
、

第
一
四
六
号

）
と
し
て
後
に
発
表
さ
れ
た
。
拡
大
、
共
通
農
業
政
策
、
環
境
な
ど
に
つ
い
て
の

に
よ
る
調
査
は
た
び
た
び
行
わ
れ
、
最
新
で
は
三
〇
〇
号
を
数
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
に
つ
い
て

の
詳
細
な
調
査
は
、
こ
れ
だ
け
に
止
ま
っ
て
い
る
。
以
下
は
、
そ
の
調
査
結
果
で
あ
る
。

（
一
）

脅
威
の
種
類
（
図
│
1
）
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
が
感
じ
る
脅
威
は
、
組
織
犯
罪
（
七
七

％
）、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（
七
五
％
）、
テ
ロ
リ
ズ
ム
（
七
四

％
）
が
高
く
、
非
軍
事
的
危
険
を
脅
威
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

他
方
、
軍
事
的
脅
威
は
相
対
的
に
低
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

核
紛
争
（
四
四
％
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
通
常
戦
争
（
四
五

％
）、
世
界
戦
争
（
四
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
冷
戦
時

代
の
よ
う
な
明
白
な
敵
の
存
在
が
な
く
な
り
、
感
じ
る
危
険
と
脅

威
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

国
別
に
見
る
と
、
一
五
カ
国
の
内
、
一
一
カ
国
で
は
同
様
の
脅

威
が
、
順
序
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ベ
ス
ト
三
に
入
っ
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
人
種
紛
争
が
ト
ッ
プ
の
脅
威
と
認
識
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
で
は
感
染
症
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。
一
〇
の
脅
威
に
つ
い

て
、
脅
威
な
し
（
〇
）
か
ら
全
て
の
人
が
脅
威
を
認
識
す
る
（
一

〇
）
ま
で
の
ス
ケ
ー
ル
で
見
る
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
四
・
五
〇

と
最
も
低
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
七
・
八
九
で
最
も
高
い
。

年
齢
別
で
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
通
常
戦
争
の
脅
威

に
つ
い
て
、
若
い
世
代
（
一
五
│
二
四
歳
）
の
方
が
四
一
％
と
低

く
、
年
齢
の
高
い
世
代
（
五
五
歳
以
上
）
の
方
が
四
六
％
と
、
危

44
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Note: DK/NA included

図－1 ヨーロッパ人たちが感じる脅威（単位: 脅威 ％）

出典 : M anigart, Philippe, Public' O pinion and European Defense', July 2001, ‑

, No. 146.
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機
感
を
も
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
年
齢
が
高
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
脅
威
を
認
識
し
て
い
る
。

逆
に
、
学
歴
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
脅
威
（
と
く
に
軍
事

的
脅
威
）
認
識
は
低
い
。
ま
た
、
女
性
の
方
が
、
男
性

と
比
べ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
脅
威
を
絶
え
ず
多
く
認
識
し
、

と
く
に
軍
事
的
脅
威
に
つ
い
て
高
く
認
識
し
て
い
る
。

（
二
）

軍
隊
の
役
割
（
図
│
2
）

軍
隊
の
役
割
や
使
命
に
つ
い
て
、
国
家
や
領
土
を
防

衛
す
る
こ
と
が
九
四
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
災
害
時

に
お
け
る
自
国
支
援
（
九
一
％
）、
災
害
時
に
お
け
る

他
国
支
援
（
八
四
％
）、
世
界
の
平
和
維
持
・
再
構
築

（
八
〇
％
）、
戦
争
や
戦
闘
に
備
え
る
（
七
六
％
）、
自

由
・
民
主
主
義
の
よ
う
な
価
値
を
守
る
（
七
〇
％
）
の

順
に
な
っ
て
い
る
。

軍
隊
の
伝
統
的
な
役
割
で
あ
る
、
国
家
統
一
の
保

障
・
象
徴
は
五
九
％
、
規
律
、
上
官
に
対
す
る
尊
重
な

ど
の
よ
う
な
価
値
を
若
い
人
々
へ
伝
え
る
こ
と
は
五
四

％
、
生
業
を
教
え
て
若
い
人
々
が
社
会
に
統
合
す
る
こ

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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Keeping or re-establishing peace in the world

Preparing for wars and fighting

Defending values, such as freedom and democracy
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The army is of no use(SPONTANEOUS)
Note: DK/NA included

Passing on to young people values such as discipling, respect for their
superiors

Helping young people to integrate into society e.g. by teaching them a
trade

図－2 軍隊の役割（単位: " の％）

出典 : M anigart, Philippe, Public' O pinion and European Defense', July 2001, ‑

, No. 146.
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と
を
支
援
す
る
（
五
四
％
）
な
ど
は
低
い
。
六
％
の
回
答
者
は
即
時
に
、
軍
隊
に
価
値
を
見
出
し
て
い
な
い
と
答
え
た
。

国
別
に
見
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
を
除
い
て
、
国
家
の
防
衛
が
九
〇
％
を
超
え
て
ト
ッ
プ
を
占
め
、
災
害
時
自
国

民
支
援
が
第
二
位
に
な
っ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
自
国
支
援
と
他
国
支
援
が
第
一
位
と
第
二
位
を
占
め
て

い
る
。
一
五
カ
国
の
内
、
唯
一
英
国
だ
け
が
、
軍
隊
の
伝
統
的
な
任
務
、
と
く
に
戦
争
や
戦
闘
に
備
え
る
が
九
三
％
で
第
二
位
に
な

っ
て
い
る
。
九
〇
％
を
超
え
る
の
は
英
国
と
ギ
リ
シ
ャ
だ
け
で
あ
る
。
戦
争
や
戦
闘
に
備
え
る
こ
と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
三
八
％
）、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
四
一
％
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
五
二
％
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
中
立
政
策
や
永
世
中
立
で

あ
っ
た
諸
国
と
、
人
口
の
少
な
い
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
軍
隊
が
小
規
模
で
あ
る
こ
と
が
調
査
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
平
和

維
持
、
平
和
再
興
な
ど
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
六
〇
％
か
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
八
九
％
ま
で
開
き
が
あ
る
。

（
三
）

軍
隊
に
対
す
る
信
頼
度
（
図
│
3
、
4
）

一
六
種
類
の
諸
機
関
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
信
頼
度
に
つ
い
て
問
う
た
調
査
結
果
は
、
軍
隊
（
七
一
％
）
が
首
位
で
、
警
察

（
七
〇
％
）
が
続
き
、
教
育
制
度
（
六
六
％
）、
慈
善
・
任
意
団
体
（
六
二
％
）、
国
際
連
合
（
六
一
％
）、
ラ
ジ
オ
（
五
五
％
）、
テ
レ
ビ

（
五
四
％
）、
教
会
（
五
二
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

逆
に
、
信
頼
度
が
低
い
の
は
、
政
党
（
一
八
％
）、
大
企
業
（
三
五
％
）、
新
聞
（
三
八
％
）、
国
内
議
会
（
四
二
％
）、

N
G
O

（
四

三
％
）、
労
働
組
合
（
四
三
％
）、
公
務
員
（
四
五
％
）、
司
法
制
度
（
五
〇
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
軍
隊
と
警
察
に
対
す
る
信
頼

度
が
高
く
、
政
党
や
大
企
業
に
対
す
る
信
頼
度
が
低
い
の
が
目
を
引
く
。
慈
善
・
任
意
団
体
が

N
G
O

よ
り
高
い
の
は
、

N
G
O

と

は
何
か
が
わ
か
ら
な
い
た
め
と
想
像
さ
れ
る
。
新
聞
よ
り
も
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
方
が
信
頼
さ
れ
て
い
る
の
も
面
白
い
。

E
U

平
均
で
七
一
％
の
軍
隊
に
対
す
る
信
頼
度
の
国
別
の
内
訳
は
図
│
4
の
通
り
で
あ
る
。
最
高
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
九
一
％
か

ら
最
低
の
ス
ペ
イ
ン
の
六
五
％
ま
で
意
見
の
開
き
が
あ
る
が
、
す
べ
て
の
構
成
国
で
六
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
年
齢
別
に
見
る
と
、
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五
五
歳
以
上
（
七
七
％
）、
四
〇
│
五
四
歳
（
七
一
％
）、

一
五
│
三
九
歳
（
六
八
％
）
と
、
年
齢
が
高
い
方
が
軍
隊

に
対
す
る
支
持
が
高
い
。
教
育
歴
を
見
る
と
、
一
五
歳
で

学
校
を
卒
業
し
た
人
々
が
七
六
％
と
、
二
〇
歳
以
上
ま
で

教
育
を
受
け
た
人
々
（
六
八
％
）
よ
り
も
、
軍
隊
を
信
頼

し
て
い
る
。

（
四
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
政
策
の
決
定
レ
ベ
ル
（
図
│

5
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
政
策
の
決
定
は
ど
こ
で
行
わ
れ
る

べ
き
か

と
い
う
問
い
に
、

E
U

と
答
え
た
の
が
四
三
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
自
国
政
府
が
二
四
％
、
最
後
に

N

A
T
O

が
一
七
％
と
低
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

N
A
T
O

よ
り
も

E
U

の
方
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
政
策
の

決
定
の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る

）
。

国
別
に
見
る
と
、
イ
タ
リ
ア
が
六
三
％
と
圧
倒
的
に

E

U
を
支
持
し
、
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
（
五
六
％
）、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
（
五
三
％
）、
ベ
ル
ギ
ー
（
四
九
％
）
と
な
り
、
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図－3 16機関に対する信頼度（単位: 信頼する ％）

出典 : M anigart, Philippe, Public' O pinion and European Defense', July 2001, ‑

, No. 146.
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原
加
盟
国
で
も
オ
ラ
ン
ダ
（
四
〇
％
）
と
ド
イ
ツ
（
三
八

％
）
は
平
均
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
低
い
方
で
は
、
英
国

（
二
二
％
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
二
七
％
）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

（
二
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
三
六
％
）
と
英
国
（
三
一
％
）
だ
け

が
、
自
国
政
府
を
ト
ッ
プ
に
選
ん
で
い
る
。
中
立
国
家
で

あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
四
一
％
）
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
三

六
％
）
の
場
合
は
、

E
U

と
自
国
政
府
が
同
率
に
な
っ
て

い
る
。

E
S
D
P

に
つ
い
て
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
を
認
め
ら
れ
て

い
る
デ
ン
マ
ー
ク
だ
け
が
、

N
A
T
O

が
最
も
多
く
（
四

〇
％
）、

E
U

（
二
七
％
）、
自
国
政
府
（
二
七
％
）
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

教
育
歴
が
長
い
人
々
（
二
〇
歳
以
上
）
の
方
（
四
九
％
）

が
、
一
五
歳
で
教
育
を
終
え
た
人
々
（
三
五
％
）
よ
り
も
、

E
U

で
の
決
定
を
選
び
、
教
育
期
間
の
短
い
人
々
の
方

（
二
七
％
）
が
自
国
政
府
を
選
ぶ
傾
向
に
あ
る
。

D
K

の
率
は
、
最
も
低
い
デ
ン
マ
ー
ク
（
七
％
）
か
ら

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
二
二
％
ま
で
開
き
が
あ
る
。
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図－4 自国軍隊に対する信頼度（単位: 信頼する 国別％）
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（
五
）

軍
事
介
入
決
定
の
主
体
と
方
法
（
図
│
6
）

共
通
欧
州
安
全
保
障
政
策
が
樹
立
さ
れ
、

E
U

域
外
の
危
機
に
対
応

す
る
た
め
に
原
則
と
し
て
部
隊
を
派
遣
す
る
決
定
が
下
さ
れ
る
時
、
誰
が

決
定
を
下
す
の
か

と
の
質
問
が
行
わ
れ
た
。

最
も
多
か
っ
た
答
え
は
、
部
隊
を
派
遣
す
る
用
意
が
あ
る
国
家
政
府
の

み
が
決
定
す
べ
き
（
四
七
％
）
で
あ
っ
た
。
特
定
多
数
決
で
決
定
す
る
が

そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
が
派
遣
し
な
い
権
利
を
留
保
す
る
（
非
拘
束
的
特
定
多

数
決
）
が
一
七
％
で
第
二
位
、
全
会
一
致
が
一
一
％
で
第
三
位
、
特
定
多

数
決
で
決
定
し
全
構
成
国
に
派
遣
を
求
め
る
（
拘
束
的
特
定
多
数
決
）
が

最
下
位
の
七
％
で
あ
っ
た
。

参
加
国
の
決
定
と
非
拘
束
的
特
定
多
数
決
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
イ
タ

リ
ア
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
構
成
国
で
参
加
国
に
よ
る
決
定
が
多
数
を
占

め
た
。
と
く
に
英
国
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
五
八
％
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
五
六

％
）、
ス
ペ
イ
ン
（
五
三
％
）
で
、
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
逆
に
、
連
邦

色
の
最
も
強
い
拘
束
的
特
定
多
数
決
が
一
〇
％
を
超
え
た
の
は
、
イ
タ
リ

ア
（
一
三
％
）、
ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
が
一
二
％
で
あ
っ
た
。

D
K

は
、
四
％
の
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
二
三
％
の
イ
タ
リ
ア
ま
で
幅
が
広
い

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
決
定
の
複
雑
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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図－5 ヨーロッパ防衛の政策決定のレベル（単位: " ％）

出典 : M anigart, Philippe, Public' O pinion and European Defense', July 2001, ‑
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（
六
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
│
│
緊
急
対
応
部
隊
（R

a
pid

R
e
a
ctio

n
F
orc

e
s:

R

R
F）（
図
│
7
）

欧
州
安
全
保
障
防
衛
政
策
（

E
S
D
P）
の
下
、
一
九
九
九
年
一
二
月
の
ヘ
ル

シ
ン
ン
キ
欧
州
理
事
会
は
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
に

E
U

緊
急
対
応
部
隊
（

R
R

F）
を
、
三
カ
月
以
内
に
召
集
し
一
年
間
派
遣
で
き
る
六
万
人
規
模
で
編
成
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
こ
で
、

最
近
、

E
U

は
六
万
人
の
緊
急
対
応
部
隊
を
創

設
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
個
人
的
に
、
こ
れ
は
、
大
変
良
い
、
良
い
、
悪
い
、

大
変
悪
い
の
内
、
ど
う
考
え
ま
す
か

と
問
わ
れ
た
。

七
三
％
の
人
々
が
、
こ
の
決
定
を
大
変
良
い
も
し
く
は
良
い
と
み
な
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
構
成
国
で
、
そ
の
割
合
は
、
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
原
加
盟
の
六
カ

国
の
な
か
で
、
ベ
ル
ギ
ー
（
八
二
％
）、
イ
タ
リ
ア
（
八
一
％
）、
フ
ラ
ン
ス
（
八

一
％
）
で
は
八
〇
％
を
超
え
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
七
九
％
）
と
オ
ラ
ン
ダ
（
七

七
％
）
も
続
い
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
（
七
〇
％
）
の
み
が
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

相
対
的
に
支
持
が
低
い
の
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
五
五
％
）、
英
国
（
六
〇
％
）、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
六
三
％
）
で
あ
る

）
。

意
見
の
な
い

N
A

は
、
平
均
一
六
％
と
高
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
六
％
か
ら
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
三
四
％
ま
で
幅
が
広
い
。
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図－6 軍事介入決定方法（単位:％）
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（
七
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
の
タ
イ
プ
（
図
│
8
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
最
も
支

持
さ
れ
た
の
は
国
軍
＋
常
設
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

R
R
F

（
三
七
％
）
で
、
次
い
で
国
軍
に
取
っ
て
代
わ
る

単
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
（
一
九
％
）、
必
要
に
応
じ

て
編
成
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

R
R
F

（
一
八
％
）、

国
軍
の
み
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
不
要
（
一
二
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

実
際
に
決
定
さ
れ
た
ヘ
ル
シ
ン
キ
型
よ
り
も
、

国
軍
＋
常
設
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

R
R
F

が
一
番
支
持
さ

れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
を
欲
せ
ず
に
、
国
軍

で
足
り
る
と
答
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
わ
ず
か

に
一
二
％
で
、
な
ん
ら
か
の
形
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍

を
求
め
た
の
は
七
三
％
に
の
ぼ
り
、
圧
倒
的
多
数

の
人
々
が
国
軍
の
み
の
時
代
は
終
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

国
別
に
見
る
と
、
最
も
支
持
さ
れ
た
国
軍
＋
常

設
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

R
R
F

に
つ
い
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
（
五
〇
％
）、
ギ
リ
シ
ャ
（
四
八
％
）、
フ
ラ
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ン
ス
（
四
四
％
）、
イ
タ
リ
ア
（
四
一
％
）、
ベ
ル
ギ
ー
（
四
〇
％
）
と
四
〇
％

以
上
の
支
持
が
あ
る
。
た
だ
し
、
北
欧
三
カ
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
英
国
で

は
、
国
軍
に
取
っ
て
代
わ
る
単
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
と
い
う
構
想
へ
の
支
持
は

最
も
低
い
。

（
八
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
の
役
割
（
図
│
9
）

将
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
の
役
割
に
つ
い
て
、
支
持
が
最
も
多
い
の
は

E
U

の
領
土
防
衛
（
七
一
％
）
で
、

E
U

内
平
和
保
障
（
六
三
％
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
災
害
支
援
介
入
（
五
八
％
）、
人
権
擁
護
（
五
一
％
）、
人
道
的
作

戦
遂
行
（
四
八
％
）、

E
U

国
境
上
の
紛
争
介
入
（
四
四
％
）、
紛
争
地
域
に

お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
帰
国
（
四
一
％
）、
災
害
時
に
お
け
る
世
界
の
他

の
地
域
へ
の
介
入
（
三
七
％
）、

U
N

平
和
維
持
任
務
参
加
（
三
四
％
）、

E

U
の
経
済
的
利
益
保
護
（
二
三
％
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
象
徴
（
一
九
％
）、
世
界
の
他
の
地
域
の
紛
争
に
介
入
（
一
八
％
）、

U
N

不
同
意
任
務
へ
の
参
加
（
一
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

領
土
防
衛
と
い
う
伝
統
的
な
軍
隊
の
任
務
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ベ
ル
で

も
最
も
多
く
の
支
持
を
集
め
た
。
ペ
ー
タ
ー
ス
ベ
ル
ク
任
務
（
人
道
、
避
難

作
戦
、
平
和
維
持
、
平
和
再
興
）
へ
の
支
持
は
、
熱
狂
的
な
も
の
と
は
い
え
な

い
。

E
U

内
の
任
務
と
域
外
の
任
務
、
国
連
の
支
持
が
あ
る
任
務
と
な
い
任
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務
と
の
区
別
は
認
職
さ
れ
て
い
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
英
国
を
除
い
て
、
す
べ
て
の

構
成
国
で
、
第
一
と
第
二
の
任
務
が
上
位
二
位
ま

で
を
占
め
た
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
五
九
％
）
と

英
国
（
四
九
％
）
で
は
、
第
二
位
に
人
権
擁
護
が

入
っ
た
。

（
九
）

小

括

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は
、

E
U

が
欧
州
安
全
保

障
防
衛
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
に
一
貫
し
て
高
い

支
持
を
与
え
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
意
見
は
細
か

い
と
こ
ろ
で
決
し
て
収
斂
し
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。

第
三
節

再
検
証

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
の
准
教
授
で
、
欧
州
大

学
院
（

E
U
I）
も
兼
務
す
る
マ
ル
シ
ア
ル
・
フ

ー
コ
ー
博
士
と
パ
リ
政
治
学
院
の
バ
ス
テ
ィ
ア
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ン
・
イ
ロ
ン
デ
ル
博
士
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
米
国
中
西
部
政
治
学
会
（M

id
w
est

P
olitical

S
cie

n
ce

A
ssociatio

n

）
に
ペ
ー

パ
ー

）
を
提
出
し
、

E
S
D
P

に
つ
い
て
の
世
論
の
知
識
と

E
S
D
P

へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
の
支
持
の
様
相
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
こ
と
を
目
的
に
し
、
同
じ
前
述
の
二
〇
〇
〇
年
秋
の
調
査
結
果
を
再
加
工
し
て
、
以
下
の
一
二
の
仮
説
を
検
証
し
て
い
る

）
。

仮
説
一
‥
よ
り
多
く
の
世
論
が
国
軍
を
放
棄
す
る
こ
と
に
好
意
的
で
あ
る
ほ
ど
、
欧
州
安
全
保
障
防
衛
政
策
へ
の
支
持
が
増
加
し
、

そ
れ
が
国
の
代
替
と
し
て
行
動
す
る
‥T

ru
e

。

仮
説
二
‥
多
形
・
多
種
の
脅
威
（
組
織
犯
罪
、
核
施
設
の
事
故
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
な
ど
）
に
直
面
す
る
と
、
脅
威
の
恐
怖
が
強
い
ほ
ど
、

E
S
D
P

に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
共
通
お
よ
び
世
界
的
な
対
応
へ
の
支
持
が
強
く
な
る
‥T

ru
e

（
古
典
的
な
戦
争
の
脅
威
を
除

い
て
）。

仮
説
三
‥
軍
隊
の
役
割
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
ほ
ど
、

E
S
D
P

へ
の
支
持
は
低
く
な
る
‥
相
関
関
係
な
し
。

仮
説
四
‥
戦
争
へ
の
準
備
が
軍
隊
の
役
割
で
あ
る
と
考
慮
さ
れ
る
ほ
ど
、

E
S
D
P

へ
の
支
持
は
低
く
な
る
‥F

alse

。

仮
説
五
‥
平
和
維
持
が
軍
隊
の
役
割
で
あ
る
と
考
慮
さ
れ
る
ほ
ど
、

E
S
D
P

へ
の
支
持
は
高
く
な
る
‥T

ru
e

。

仮
説
六
‥
軍
隊
に
対
す
る
信
頼
の
レ
ベ
ル
が
高
い
ほ
ど
、
共
通
防
衛
へ
の
支
持
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
‥T

ru
e

。

仮
説
七
‥

E
U

が
優
先
的
に
欧
州
に
お
け
る
平
和
と
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
人
々
が
認
め
る
ほ
ど
、

E
S

D
P

へ
の
支
持
は
高
く
な
る
‥T

ru
e

。

仮
説
八
‥

E
U

と
比
較
し
て
政
府
が
防
衛
の
主
要
な
決
定
者
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
ほ
ど
、
共
通
防
衛
政
策
へ
の
支
持
は
低
く
な

る
‥T
ru

e

。

仮
説
九
‥
非

E
U

の
枠
組
み
（
例
え
ば
、
国
家
レ
ベ
ル
あ
る
い
は

N
A
T
O）
で
決
定
さ
れ
る
ほ
ど
、

E
S
D
P

へ
の
支
持
は
低
く

な
る
‥
相
関
関
係
な
し
。

仮
説
一
〇
‥
質
問
さ
れ
た
人
々
が
、
近
隣
の
脅
威
の
内
生
化
と
い
う
考
え
に
同
意
す
る
ほ
ど
、

E
S
D
P

は
よ
り
正
統
に
な
る
‥
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T
ru

e

。

仮
説
一
一
‥
欧
州
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
感
情
が
強
く
な
る
ほ
ど
、

E
S
D
P

へ
の
支
持
が
高
く
な
る
‥
相
関
関
係
な
し
。

仮
説
一
二
‥
人
々
が
、
政
治
の
分
布
で
中
道
の
右
派
／
左
派
に
よ
り
一
体
感
を
感
じ
る
ほ
ど
、

E
S
D
P

へ
の
支
持
は
低
く
な
る

‥T
ru

e
／
相
関
関
係
な
し
。

小

括
‥
一
二
の
仮
説
の
内
、
八
つ
の
仮
説
が
立
証
さ
れ
た
。
仮
説
│
四
は
、
経
験
的
に
も
反
駁
さ
れ
、
領
土
防
衛
は
、
国
家
だ

け
の
役
割
で
な
く
、

E
U

の
よ
う
な
政
治
機
構
の
役
割
で
も
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
仮
説
│
三
、
九
、
一
一
は
、
相
関
関
係
が

な
い
と
判
断
さ
れ
た
が
、

E
S
D
P

へ
の
支
持
は
、
軍
隊
の
役
割
の
強
調
、
非

E
U

の
枠
組
み
の
存
在
、
欧
州
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
高
さ
と
は
関
係
な
く
、
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
仮
説
一
二
は
、
右
派
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
相
関
が
あ
っ

た
が
、
予
想
に
反
し
て
中
道
支
持
者
=

E
S
D
P

支
持
者
と
い
う
仮
説
に
は
相
関
関
係
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

）
。

第
四
節

不
十
分
な
支
持

一
般
的
に
、
ど
の
国
家
に
お
い
て
も
、
ま
た

E
U

の
よ
う
な
国
家
か
ら
な
る
国
際
機
構
に
お
い
て
も
、
市
民
の
高
い
支
持
の
な
い

外
交
政
策
、
安
全
保
障
政
策
、
防
衛
政
策
は
砂
上
の
楼
閣
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

の
調
査
を
見
る
限
り
、

E
U

の

C
F
S
P

お
よ
び

E
S
D
P

は
、

E
U

構
成
国
の
市
民
に
よ
っ
て
非
常
に
高
く
支
持
さ
れ
て
き
て
い

る
。

C
F
S
P

上
級
代
表
の
ソ
ラ
ー
ナ
氏
も

E
U

内
で
の
世
論
調
査
は
、
大
部
分
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
外
交
安
全
保
障
政
策
に

お
け
る
更
な
る
協
力
と
共
同
行
動
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
、
一
貫
し
て
示
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
協
同
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

大
き
な
影
響
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る

）

と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
=
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
大
学
の
ク
ラ
ウ
ス
・
ブ
ル
ン
マ
ー
教
授
は
、

欧
州
安
全
保
障
防
衛
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政
策
へ
の
世
論
の
支
持
は
表
面
的
だ
け
で
、
本
質
的
で
は
な
く
、
曖
昧
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る

）
。

ブ
ル
ン
マ
ー
教
授
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、

E
S
D
P

に
対
す
る
同
一
的
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

大
衆
の
支
持
は
な
い
。

第
二
の
理
由
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
危
機
管
理
に
焦
点
を
あ
て
た

E
S
D
P

に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
、
安
全
保
障
と
防
衛

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
優
先
順
位
の
な
か
で
非
常
に
低
い
。
第
三
の
理
由
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、

E
S
D
P

の
中
核
的
要
素

で
あ
る
、
国
際
問
題
に
お
け
る
正
統
的
な
手
段
と
し
て
の
軍
事
的
な
手
段
の
適
切
性
に
つ
い
て
大
変
懐
疑
的
で
あ
る
と
説
明
し
て
い

る
。こ

の
た
め
、

必
要
な
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
か
か
わ
り
が
な
ぜ
必
要
か
を
説
明
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る

。
（
中
略
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に

対
し
て
、

E
S
D
P

は
取
り
組
ん
で
い
る
危
険
と
脅
威
の
性
質
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
放
置
し
た
場
合
に
お
け
る
個
々
の
生
活
に
対
す

る
結
果
、
脅
威
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
手
段
に
つ
い
て
、
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
同
教
授
は
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る

）
。

お
わ
り
に

ソ
ラ
ー
ナ

C
F
S
P

上
級
代
表
は
、

E
S
D
P

の
活
動
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
六
年
四
月
の
時
点
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が

E
U

の
役
割
に
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
存
在
に
勇
気
付
け
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
私
は
、
外

遊
先
の
中
東
か
ら
ア
フ
リ
カ
ま
で
、
バ
ル
カ
ン
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
、
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
助
け
て
く
れ

る
の
か

と
呼
び
か
け
ら
れ
、
感
銘
を
受
け
た
。
我
々
は
こ
の
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
や
市
民
か
ら
の
要
望
に
対
応
出
来
、
ま
た
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

。
（
中
略
）

何
十
年
に
わ
た
り
、
我
々
の
目
の
前
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
危
機
に
直
面
し
た

が
、
我
々
は
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
手
段
を
欠
い
て
い
た
。
現
在
、
我
々
に
は
あ
る
程
度
の
能
力
が
あ
り
、
意
思
決
定
手
続
き
も
確
立
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し
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
方
針
が
備
わ
っ
て
い
る
。
我
々
は
、
少
な
く
と
も
一
四

の
危
機
管
理
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
四
年
前
に
は
何
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
決
し

て
少
な
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う

）

。

確
か
に
、

E
S
D
P

は
、

E
U

の
な
か
で
そ
の
立
場
を
確
立
し
て
き
た
。
し
か
し
、

E
U

は
、
こ
れ
ま
で
の

E
S
D
P

を
遂
行
す

る
に
あ
た
っ
て
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
す
る
の
か
を
慎
重
に
判
断
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
大
き
な
問
題
も
な
く
遂
行
さ
れ
、
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

E
S
D
P

に
は
、
失
敗
が

許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

E
S
D
P

の
背
後
に
は
、
市
民
の
非
常
に
高
い
支
持
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
大
き
な
失

敗
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

E
U

の
裏
庭
は
、
セ
ル
ビ
ア
と
コ
ソ
ボ
、
南
オ
セ
チ
ア
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
を
め
ぐ
る
グ
ル
ジ
ア
と
ロ
シ
ア
の

確
執
、
モ
ル
ド
バ
と
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
な
ど
で
、
依
然
と
し
て
不

安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

E
U

も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
い
か
な
る
対
応
す
る
の
か
を
模
索
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）

E
S
D
Pに
つ
い
て
は
、H

o
w
orth,

Joly
o
n,

(
L
o
n
d
o
n,

P
alg

ra
v
e

M
ac

m
illa

n,
2
00
7)

、
よ
り
広
く

E
U
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
は
、K

e
u
k
eleire,

Ste
p
h
a
n
a
n
d
Je

n
nifer

M
ac

N
a
u
g
hta

n,

(
L
o
n
d
o
n,

P
alg

ra
v
e
M
ac

m
illa

n,
20
08)

が
代
表
的
な
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）

E
P
Cの
進
展
に
つ
い
て
は
、
田
中
俊
郎

E
C加
盟
国
の
政
治
協
力
│
│
そ
の
一
〇
年
の
歩
み

日
本

E
C学
会
年
報

第
二

号
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
）、
田
中
俊
郎

欧
州
連
合
と
単
一
欧
州
議
定
書

国
際
政
治

第
九
四
号
（
一
九
九
〇
年
五
月
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
3
）

小
林
正
英

E
U安
全
保
障
戦
略
│
│
政
策
文
書
の
紹
介
と
解
説

慶
應
法
学

第
二
号
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
4
）

小
林
正
英

新
し
い
安
全
保
障
主
体
と
し
て
の

E
U
、
田
中
俊
郎
・
小
久
保
康
之
・
鶴
岡
路
人
編

E
Uの
国
際
政
治

（
慶
應
義
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塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
二
二
頁
。
小
林
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
任
務
を
総
合
す
る
と
、
非
軍
事
的
な
も
の
が
八
件
、
軍
事
的

な
も
の
が
四
件
、
中
間
的
も
し
く
は
未
定
な
も
の
が
四
件
と
分
類
し
て
い
る
。
展
開
地
域
と
し
て
は
、
ア
チ
ェ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
へ
の

展
開
が
一
つ
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
の
ア
フ
リ
カ
、
中
東
お
よ
び
コ
ー
カ
サ
ス
と
い
う

E
U近

隣
地
域
と
な
っ
て
い
る
（
二
二
四
頁
）。

（
5
）

E
S
D
Pの
個
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、M
erlin

g
e
n,

M
ic
h
a
el

a
n
d
R
asa

O
stra

u
s
k
aite(

e
ds.),

(
L
o
n
d
o
n,

R
o
utle

d
g
e,
2
0
0
8)

が
詳
し
い
。

（
6
）

辰
巳
浅
嗣

E
Uの
外
交
・
安
全
保
障
政
策

（
成
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
）
が
代
表
作
と
な
っ
て
い
る
。

（
7
）

数
多
く
あ
る
が
、
最
新
の
も
の
で
は
、
植
田
隆
子

共
通
外
交
と
安
全
保
障

、
植
田
隆
子
編

E
Uス
タ
デ
ィ
ー
ズ
1

対
外
関

係

（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
。
植
田
氏
の
著
作
リ
ス
ト
は
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）

広
瀬
佳
一

欧
州
安
全
保
障
・
防
衛
政
策
の
可
能
性
│
│

N
A
T
Oと
の
関
係
を
中
心
に

、

国
際
政
治

第
一
四
二
号
（
二
〇
〇

五
年
八
月
）、
同

欧
米
関
係
と

E
Uの
共
通
安
全
保
障
・
防
衛
政
策

、
田
中
俊
郎
・
庄
司
克
宏
編

E
U統
合
の
軌
跡
と
ベ
ク
ト
ル

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
所
収
。

（
9
）

小
林
正
英
、
前
掲
論
文
以
外
に
、
小
林
正
英

E
U
安
全
保
障
政
策
の
発
展

尚
美
学
園
大
学
総
合
政
策
学
部
紀
要

第
八
号

（
二
〇
〇
四
年
九
月
）。

（
10
）

鶴
岡
路
人

国
際
政
治
の
パ
ワ
ー
と
し
て
の

E
U│
│
欧
州
安
全
保
障
戦
略
と
米
欧
関
係

国
際
政
治

第
一
四
二
号
（
二
〇
〇

五
年
八
月
）、
同

E
U外
交
の
中
の
欧
州
安
全
保
障
政
策

、
前
掲
田
中
・
小
久
保
・
鶴
岡
編

E
Uの
国
際
政
治

所
収
。

（
11
）

渡
邊
啓
貴

E
Uの
共
通
外
交
・
安
全
保
障
政
策
の
現
状

海
外
事
情

第
五
六
巻
四
号
（
二
〇
〇
八
年
四
月
）。

（
12
）

,
N
o.
6
8/

A
utu

m
n2
0
07,

Field
w
or
k:

S
e
pte

m
b
er‐

N
o
v
e
m
b
er2

00
7,

F
ull

R
e
p
ort,

P
u
blicatio

n:
M
a
y2
0
08,

E
u
ro

p
e
a
n
C
o
m
m
issio

n.

（
13
）

被
面
接
者
の
数
は
、
構
成
各
国
約
一
〇
〇
〇
名
で
、
例
外
は
人
口
の
少
な
い
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
キ
プ
ロ
ス
、
マ
ル
タ
（
各
約
五
〇

〇
名
）、
逆
に
人
口
の
多
い
ド
イ
ツ
（
約
一
五
〇
〇
名
）、
英
国
（
約
一
三
〇
〇
名
）、
合
計
で
三
万
二
八
一
名
と
な
っ
て
い
る
（p.17

1

）。

（
14
）

,
N
o.
69/

S
prin

g20
0
8,

Field
w
or

k:
M
arc

h‐
M
a
y

20
08,

First
R
es
ults,

P
u
blicatio

n:
J
u
n
e20

0
8,

E
u
ro

p
ea

n
C
o
m
m
issio

n.
被
面
接
者
の
数
は
、
構
成
各
国
約
一
〇
〇
〇
名
で
、
例
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外
は
人
口
の
少
な
い
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
キ
プ
ロ
ス
、
マ
ル
タ
（
各
約
五
〇
〇
名
）、
逆
に
人
口
の
多
い
ド
イ
ツ
（
約
一
五
〇
〇
名
）、
英

国
（
約
一
三
〇
〇
名
）、
加
盟
候
補
国
三
カ
国
を
含
め
て
三
〇
カ
国
、
合
計
で
三
万
一
七
〇
名
と
な
っ
て
い
る
（p.68

）。

（
15
）

,
N
o.
54/

A
utu

m
n
2
0
0
0,

Field
w
or

k:
14

N
o
v
e
m
b
er‐1

9
D
ece

m
b
er2

0
0
0,

R
ele

ase:
A
pril2

0
01,

E
u
ro

p
ea

n
C
o
m
m
issio

n.

（
16
）

M
a
nig

art,
P
hilip

p
e,

P
u
blic

O
pinio

n
a
n
d
E
u
ro
p
ea

n
D
efe

n
se(

J
uly2001),

,
N
o.
146.

被
面
接

者
の
数
は
、
構
成
各
国
約
一
〇
〇
〇
名
で
、
例
外
は
人
口
の
少
な
い
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
約
六
〇
〇
名
）、
逆
に
人
口
の
多
い
ド
イ
ツ

（
約
二
〇
〇
〇
名
‥
東
西
ド
イ
ツ
各
一
〇
〇
〇
名
）、
英
国
（
一
三
〇
〇
名
‥
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
一
〇
〇
〇
名
、
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
三
〇
〇
名
）、
一
五
カ
国
合
計
で
一
万
五
九
〇
〇
名
と
な
っ
て
い
る
（p.3

）。

（
17
）

本
文
で
引
用
し
て
い
る

,
N
o.
1
4
6

以
外
で
、
欧
州
防
衛
政
策
の
決
定
の
場
に
つ
い
て
の
調
査
は
、

,
N
o.
6
1/

S
prin

g2
0
04,

Field
w
or

k:
F
e
br

u
ar
y‐

M
arc

h

20
04,

R
ele

ase:
J
uly2

00
4

に
も
あ
り
、
E
Uで
決
定
を
行
う
べ
き
と
の
意
見
が
最
も
多
く

E
U│
一
五
で
四
六
％
、
新
規
加
盟
一
〇
カ

国
（

N
M
S）
で
四
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
違
い
は
、

N
M
S諸
国
で
は
、

N
A
T
Oと
答
え
た
回
答
者
が
一
八
％
で
、

E
U│
一

五
で
は
一
三
％
と
な
っ
て
お
り
（p.2

0
）、

N
A
T
Oが
相
対
的
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）

同
様
に
、
緊
急
軍
事
対
応
部
隊
（

R
M
R
F）
に
つ
い
て
は
、

E
U│
一
五
で
七
〇
％
、

N
M
Sで
七
二
％
が
、
国
際
的
危
機
が
発

生
し
た
時
、

E
Uは

R
M
R
Fを
問
題
発
生
地
に
早
期
に
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
（

.,
p.
1
9

）。

（
19
）F

o
u
ca

ult,
M
artial

a
n
d
B
astie

n
Iro

n
d
elle,

P
u
blic

o
pinio

n
a
n
d
E
u
ro
p
ea

n
sec

u
rity

a
n
d
d
efe

nse
p
olic

y,
p
a
p
er

pre‑
se
nte

d
at
th
e
M
id

w
est

P
olitical

S
cie

n
ce

A
ssociatio

n,
C
hica

g
o,
2‐5

A
pril2008,

P
a
n
el16‐10

:
Riv

alries
a
n
d
A
llia

n
ces.

（
20
）

.,
T
a
ble9

:
S
u
m
m
ar
y
of

res
ults,

p.
3
5.

（
21
）

.,
p.
2
1.

（
22
）

ハ
ビ
エ
ル
・
ソ
ラ
ー
ナ
（
田
中
俊
郎
・
下
斗
米
美
哉
訳
）

E
Uと
日
本
と
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

法
学
研
究

第
七
九

巻
五
号
（
二
〇
〇
六
年
五
月
）、
二
九
頁
。

（
23
）B

r
u
m
m
er,

K
la
u
s,

S
u
p
erficial,

n
ot

S
u
bsta

ntial:
T
h
e
A
m
big

uity
of

P
u
blic

S
u
p
p
ort

for
E
u
ro

p
e'
s
S
ec

u
rity

a
n
d

D
efe

n
se

P
olic

y,
,

V
ol.16,

N
o.
2
(
J
u
n
e2
0
0
7),

p
p.1
8
1
‐
19
9.

法学研究 82 巻 1 号（2009 : 1）

46



（
24
）

.,
p.
1
96,

1
9
7.

（
25
）

ソ
ラ
ー
ナ
前
掲
論
文
、
二
九
│
三
〇
頁
。

E U の安全保障防衛政策（ES D P）と世論

47


